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は　じ　め　に

　信用，信用貨幣にかんする問題は，これまでいろいろと検討が加えられてき

て学界 レヘルてかなりた知的蓄積があるといえる 。これにくらへると「信用資

本」にかんしては学界での検討は殆どないといってよい。むしろｒ信用資本」

という言葉そのものについても殆ど知られていない。げだし「信用資本」とい

う語はｒ資本論』第三部，第五編でゴ箇所ほとあらわれている程度て，深い内

容をもっているにもかかわらず，貸付資本，利子生み資本のかげにかくれてし

まっ て， 強い印象を研究者に与えて来なかったためかも知れない。本稿では

「信用資本」に焦点をあてて検討することとしたい 。

１　信用資本とは何か

　「信用資本」は産業，商業，銀行業が利用する他人資本としてあらわれ，し

たがって産業，商業，金融業などが，みずからの資本即ち自己資本に加えて利

用する借入資本のことである。産業，商業，金融業は自己資本 ・他人資本の合
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計を一体とし，資本として活動させる。産業，商業は生産過程，流通過程で現

実資本の売買と生産に従事し，その活動の成果として利潤を入手し，他人資本

に対しては利子を支払うことになるが，資本全体としては他人資本の利用によ

る資本力の増加によっ て資本主義杜会の競争戦を有利に展開する。銀行業でも

自已資本，他人資本の合計を全体として金融活動に振向げ，利子生み資本とし

て活動させる。現実資本として又は利子生み資本として活動させる資本は，自

已資本および他人資本から成立っていても，又は自已資本だげで或いはすべて

が他人資本から成立っていても，それを理由として現実資本の運動，利子生み

資本の運動がこれまでの運動と異なった運動をするわげではない。資本の運動

にかかわる局面とその資本の調達にかかわる局面とは，別の局面である。資本

の調達にかかわる局面は個別資本の問題であ って，そこには自已資本 ・他人資

本の区別が生まれるが，自已資本，他人資本をふくめて全体として資本が運動

する局面は，個別資本の運動であるだげでなく ，杜会的全体的な領域で展開す

る生産 ・流通 ・金融の杜会的展開であり ，個別資本が追求する利潤獲得の成否

とは異なった杜会的再生産の拡大 ・収縮，一口にいって変動をもたらすより包

括的た問題でもある。個別資本の視点からはいずれの資本（産業，商業，銀行業）

も信用資本を利用するが，杜会的全体的な視点からは，産業，商業は信用資本

を利用してもＬなくても，ともに現実資本の運動に直接，結びつく経済活動を

展開し，銀行業は信用資本を直接の対象としてそれの取扱いによっ て現実資本

の杜会的再生産の進行に協力し，利子生み資本（貸付資本）の運用を杜会的に取

計う 。個別的には産業資本，商業資本，銀行資本として利潤獲得を目的とし動

機として運動する資本は，杜会的には現実資本の運動と，利子生み資本（信用

資本）の運動に概括され，杜会的再生産と金融にかかわる間題を提示する 。

　杜会的な観模での現実資本の蓄積と運動，貨幣資本の蓄積と運動は，杜会的

再生産と金融にかかわる現象を提示するが，そのような現象は個別資本として

の産業資本，商業資本，銀行資本の存在と運動を前提とし結果として，個別資

本の運動とたらんで，杜会的全体的な領域での杜会的動向を示す。個別資本と

しての資本の成立が個別的且つ杜会的な資本の運動を展開するスタートになる
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し，　「貨幣の資本への転化」がそれである。そして蓄蔵貨幣が産業，商業に投

畦られて貨幣形態の資本が商品移態，生産手段の形態に転化しつつ資本として

の運動を展開するように，貨幣形態の資本が，貨幣取扱に投下されることによ

り銀行資本の成立を可能にする 。

　貨幣敢扱資本は貨幣彩態から出発して諸設備を入手し，貨幣取扱活動を可能

にする物的 ・人的条件をととのえ，しかる上で他人の資本を受入れる。したが

って信用資本や利子生み資本の運用は貨幣取扱資本を前提としなげれば成立し

えない。ここに個別的には貨幣取扱資本を核として出発する銀行資本は，活動

の過程で貸付資本（利子生み資本）を取扱い，それは信用資本と不可分の関係に

ある。杜会的には利子生み資本，信用資本の運動として展開する金融現象は ，

個別資本としての貨幣取扱資本を起点とする銀行資本を前提としている。貨幣

取扱資本は貨幣取扱活動や信用取扱活動を通じて貨幣流通の円滑化に杜会的に

貢献し，利子生み資本，信用資本の運動として個別的た金融活動は杜会的な金

憩現象をも展開する。個別資本の側面と杜会的総資本としての側面は共通して

いる面をもちながら，それぞれ独自の領域をもち独自の展開をすることになる 。

　中央銀行が発行する現金通貨 ・預金銀行が創造する預金通貨を中心に，その

ほか主要金融機関が取扱う要求払預金，有期性預金を加え，金融機関の手元保

有現金を差引くとマネーサプライ（通貨供給）の計数とたりＭ。・ Ｍ。 ・Ｍ。等と

して表される。これらは流通用具を中心にとらえた信用資本の量的指標とたる 。

また政府 ・民問をふくむ金融機関が非金融機関との問に敢結ぶ金融取引は，貸

出・ 投資残高と預金 ・債券発行残高にあらわれる。このうち預金 ・債券発行残

高は貨幣資本の調達状況を示す計数で信用資本そのものである。この信用資本

残高を背景として小切手，手移等の流通用具が振出され，また現金通貨形態で

引出される。現金通貨形態での引出しは信用資本残高の減少となり ，流通現金

通貨の増大は信用資本残高の減少で，金融と通貨の接点はここにある。通貨彩

態は金融界からあらわれ出て流通界に入り ，流通界から出て金融界へ入り ，金

融界と流通界を行きつ戻りつすることとたる。金融界での通貨は金融の領域だ

が流通界での通貨は流通用具の間題で，金融界と関連あるとはいえ貨幣流通に
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かかわる領域であり ，金融と通貨はそれぞれ独自の領域をもつ。この金融の変

動状況は信用資本残高の増減において，他方，現実資本の変動状況は現実資本

蓄積の増減においてあらわれるが，流通中の流通用具の増減と信用資本残高の

増減とは異なった動向を示す。それゆえ通貨現象と金融現象は関連は深いけれ

ども同一視することは正しくない。イソフレーションは通貨現象であ って，金

融現象に関連が深いけれども金融現象ではなくて通貨価値にかかわる間題であ

ることなどもその適例である。金融現象のうちの貨幣資本の調達面の状況を包

括的に示すものとして「信用資本」の語があり ，貸付資本と表裏の関連にある

が， それ独自の領域をもち経済活動に隠然たる影響力を及ぽすこととなる 。

２　信用資本におげる方法問題

　杜会的総資本の再生産と流通において全体として杜会的に進展する資本の運

動は，それらの進展の背後に，現実にそのような進展を生畦しめている個別的

諸資本の利潤獲得をめざす運動を前提とするものであり ，個別諸資本の現実的

運動に支えられることたく ，杜会的総資本の運動が自動的，客観的に進展する

ものではない。杜会的総資本の運動が展開するその前提に，個別諸資本の運動

があるということは自明のことではあるが，このことの認識の有無は経済現象

の解明に際して，一見，杜会的全体的だが平面的な現象の把握に終始するか ，

それと異なり杜会的な展開を招来することになるとはいえ，それらの結果をも

たらすのは個別諸資本の運動がもたらした不可避的，必然的な法則的展開とし

て理解するか，のちがいを生畦しめることとなる。すなわち現象を出発点とし，

現象を到達点とする科学的法則的認識において，現象を現象として生畦しめて

いるものは現象そのものでなく ，さらにその根底にあるものにほかならない 。

したがって杜会的総資本の運動を生畦しめているものは，杜会的総資本の運動

の表面的現象でたく ，その根底にある個別諸資本の運動であることは銘記され

なげればならない。このことは例えぱ価値法則として商品生産杜会において貫
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徹している法則は商品と商品との相互関係において現象するとはいえ，それを

生ぜしめているものはその根底にある労働にほかならないことを想起すべきで

ある。このように現象の背後にあるものを問題とし追及する科学的分析と，そ

の論理的展開によっ て事態を明らかにしようとするぱあい，分析をどこまです

すめるべきであるか，分析をとこまですすめることが，現象を現象の平面的把

握におちいることなく ，立体的 ・法則的に理解することになるのかが明らかに

されていたげればならない 。

　もともと径済現象の法則的理解を課題とするとき，必然的に一定の深部にま

で掘下げた分析が必要となるが，現象の下向的分析の到達点と，歴史的始源的

に存在していたものとの相互関連のもとでの，下向的分析の現実的基盤およぴ

現実的法則的理解へのみちを開くもの，したがって歴史と論理の照応関係と下

向的分析 ・上向論理の相互関連の正当な理解に結ぴつくこととたるのは，歴史

的遡及的な分析に支えられた下向的分析である。そして下向的分析の深さと ，

それに結びつく歴史的遡及の度合が，現象の現象的理解か，現象の法則的理解

を可能にするか否かの分岐点をたす。そこで本稿の課題である「信用資本」解

明の第一歩は，まず杜会的総資本からはじめるのではなく ，たとえ杜会的総資

本の運動を到達点とするとしても，法則的に理解するにはその論理は個別諸資

本の運動から始めなけれぱならない 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
　個別諸資本の運動と展開の理論的出発点は「貨幣の資本への転化」によっ て

与えられている。そこでは産業資本のみでなく商業資本さらには銀行資本とし

て運動する個別諸資本のいずれをも包含した資本そのものが，貨幣を出発点と

してあらわれ，量的に増大した貨幣として運動することにより資本となること

が示されている。資本がｒ価値増殖する価値」となるには生産遇程，流通過程

を経なげれぼならないが，このような過程をへない資本即ち利子生み資本につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
いても，貨幣市場にあらわれる資本として示されており ，これら資本はいずれ

も貨幣彬態で登場するだげでなく ，商品市場，労働市場で必要とする商品に姿

態変換をとげ，商品，労働力の結合のもとで価値彬成さらには価値増殖をおこ

ない流通過程で実現されて剰余価値の生産と実現を果す。その出発点をなすの

　　　　　　　　　　　　　　　　（５６３）



６　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

は貨幣であるが剰余価値を生産するものもあれぽ，みずからは剰余価値を生産

しないで剰余価値の分配にあずかるにすぎないものもある。しかしそのいずれ

もが貨幣を出発点とし貨幣を到達点として価値増殖をめざして運動する。した

がっ て「貨幣の資本への転化」は剰余価値を生産する産業資本の成立だけでな

く， 産業資本が生産過程において創造した剰余価値のうち，その一部分の分配

をうげる商業資本や利子生み資本など様々な産業領域で運動する資本を包含し

たものとして，貨幣は資本に転化するのである。それゆえ資本の運動を間題と

するときには，それが杜会的総資本の運動であれ，個別諸資本の運動であれ ，

いずれも貨幣が単なる貨幣にとどまらたいで資本に転化し，貨幣資本として価

値増殖をめざして運動する過程にある個別諸資本であり ，それらの集計として

の杜会的総資本であり ，その前提のもとで個別諸資本におげる個別的運動状況

の総体として杜会的総資本の運動とたる。そして個別諸資本のそれぞれは価値

増殖を実現する個別諸資本もあれば，価値増殖をとげたかった個別資本もあり ，

それらの相殺において全体として杜会的総資本の量的変化がもたらされる。し

たがって杜会的総資本の動向に一致することのない個別諸資本の存在と運動も

あり ，杜会的総資本と個別諸資本は関連ありとはいえ，それぞれ異なった独自

性をもつ。結果としてまた前提として生ずる杜会的総資本の展開と変化をもた

らすものは，個別諸資本のそれぞれが利潤を追求する運動過程で運動の結果と

して生じたものであり ，　「信用資本」にかんする問題も，価値増稚をめさす資

本の運動として個別資本の運動から出発したげればたらない。別言すれば杜会

的基盤をふまえた個別的主体的な諸資本の運動として，資本の運動はまずとら

えなければならたい。すなわち杜会的総資本の運動がまずあ って，それを構成

する個別諸資本の運動があらわれるのではたく ，杜会的基礎条件をふまえた個

別諸資本の運動がまず展開し，それら個別諸資本の総計として杜会的総資本の

運動が展開するという関連にあるものとして，資本の運動はとらえなげればな

らない 。

　さて，産業，商業，金融業などの個別諸資本の利潤獲得を目ざす運動は，貨

幣資本の量的増大を個別諸資本の運動過程で生ぜしめ，出発点におげる貨幣移
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態の資本が量的に増大する結果として，資本としての運動に成功したことにな

る。 この資本は貨幣を出発点とし，貨幣額の量的増大を目的とし動機とする運

動であり ，それゆえにこそ貨幣は資本に転化するべく商品市場，労働市場，貨

幣市場へ登場するのである。登場した貨幣が個別的に各市場で姿態変換をとげ ，

運動する過程で，結果として貨幣量の増大したものとして資本の運動が進展す

ることにより ，個別的諸資本は利潤を入手して資本としての運動に成功したこ

ととなる。他方，個別諸資本がたとえ資本運動において価値増殖を実現したと

しても，杜会的総資本としては全体として従来の規模での杜会的再生産を繰返

すにすぎない場合もある。それは個別諸資本の一方の価値増殖が個別諸資本の

他方の側での価値減退即ち損失の発生と併存するときには，杜会的全体的な規

模は不変にもかかわらず，個別的には価値増殖と価値減退のそれぞれ異な った

状況におかれた個別諸資本を，杜会的総資本としてはともなっているのである 。

杜会的総資本の運動は杜会的，全体的動向にかかわるものであり ，個別諾資本

の運動は個別的，主体的た個々の諸資本の利潤獲得を動機とし目的とする運動

であり ，その人格化されたものとしての個別的な諸資本家は自己の資本の増大

を目ざして活動する。杜会的総資本はそれらの結果として，杜会的な変動を生

ぜしめるげれども，杜会的総資本の変化は杜会的全体的な変化であり ，個別諸

資本のところとは異なったあらわれ方をするものである 。

　杜会的総資本の人格的な担い手としての資本家階級は，労働者階級との対立

関係のもとで，等しく不払労働を入手するけれども，その入手した不払労働部

分の分げ前即ち取り分は資本家階級相互問では，時に応じてその取得分に増減

があり ，ある資本家は大なる利潤を，他のものは相対的に少ない割合の利潤を

入手する。しかし階級としては全体として不払労働部分を入手していることに

は変りはない。階級と階級との関係としてとらえられる資本主義杜会の杜会的

全体的動向のなかで，杜会的総資本の再生産と流通が進展するとはいうものの ，

それを現実的，具体的に担当している個別諸資本は，その主観的動機ならびに

目的として資本の価値増植を実現し，資本の蓄積を推進しようと努める。杜会

的総資本として，したがって資本家階級全体として労働力全体即ち労働者階級
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と対立するなかの，個別資本家は，資本家階級全体からの制約のもとで個別的

資本としての独自性をあくまで貫徹し，利潤の増大を成功させようとする 。

　個別諸資本の運動はしたがって貨幣の資本への転化Ｇ－Ｗ－Ｇｌによっ て示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）されるのに対し，杜会的総資本の再生産の展開はＷ’…… Ｗにおいて示され ，

一方の個別諸資本の運動は貨幣資本の運動におげる価値増殖を動機とし目的と

し・ 客観的には貨幣資本の運動としてとらえられるものが，他方の杜会的総資

本の運動においては，むしろ現実資本そのものの再生産と流通によっ て杜会的

全体的な運動が展開するものとなる。杜会的全体的な再生産の展開は現実資本．

の運動に制約されるのに対して，個別諸資本の運動は貨幣資本の運動によっ て

制約され・貨幣資本の量的増大を終始，運動の追求課題としているところに ，

杜会的総資本の再生産の展開と個別諸資本の運動との決定的なちがいがある
。

　　 １）資本論◎　長谷部文雄訳　２８３べ一ソ　青木文庫

　　２）同上　同上２８３ぺ一ジ同上
　　３）　同上¢　　同　　上　　５１３ぺ一ジ　同　上

３　信用資本と銀行資本

　「貨幣を資本に転化するためには，貨幣所有者は，自由な労働者を商品市場

に見出さねばならないのであ って，ここに自由とは，彼は自由な人格として自

分の労働力を自分の商品として処分するという ，また他方では，彼は売るべき

他の商品は有たず，自分の労働力の実現に必要ないっさいの物象から引離され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
ている，自由である，という一重の意味においてである」。貨幣所有者が貨幣

を資本に転化できる「資本の歴史的な実存条件は商品流通およぴ貨幣流通とと

もに決して定在しない。資本は生産：およぴ生活手段の所有者が，自分の労働

力の販売者としての」上述した意味での「自由労働者を市場で見出す場合にの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
み成立するのであり ，そしてこの歴史的条件は一つの世界史を包括する」ので

ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（５６６）



　　　　　　　　　　　　信用資本についての考察（小牧）　　　　　　　　　　　　９

　そしてｒここに考慮すべきは，単純な商品流通にあっても　　商品流通が資

本制的商品生産によっ て基礎つげられるずっと前に　　貨幣蓄蔵が行われると

いうことである。杜会に現存する貨幣の分量は，そのうち能動的に流通しつつ

ある部分　　これは事情に応じて増減するとはいえ　　よりも常に大きい。こ

れと同じ蓄蔵貨幣およぴ同じ貨幣蓄蔵をわれわれは，ここでも発見するのであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
るが，しかし今度は資本制的生産過程に内在する一契機としてである」。資本

制生産様式が支配的におこたわれるもとでもそれ以前と同様に・蓄蔵貨幣が彬

成され「信用業の内部でこれら一切の潜勢的資本が銀行などの手に集積される

ことによっ て， 自由にされうる資本「貸付けうる資本」 ・貨幣資本となるとす

れぱ，しかし，もはや受動的で未来音楽的な貨幣資本にではなく」すなわち流

通資本にではなく「能動的 ・利殖的な貨幣資本となるとすれぱ・それこそ結構

　　　　　　　４）
なことではある」即ち利子生み貨幣資本になるとすれぱ資本としては大変都合

がよろしい 。

　このように商品流通，貨幣流通のもとで蓄蔵貨幣が形成され，それが資本と

して価値増殖運動を展開し，信用業の内部でもｒ貸付げうる資本」として能動

的・ 利殖的な貨幣資本となり ，資本主義杜会のもとでは産業資本・商業資本

および銀行資本として運動する。産業資本 ・商業資本は現実資本を運用する

が， みずからの貨幣資本を投下し，生産 ・流通の過程で運用するだげでなく ・

借入資本をも利用して生産 ・流通の拡大を実現する。貸手としての銀行業は貨

幣資本を貸付げ，利子生み資本として運動させる。貸手としての銀行業・借

手としての産業 ・商業は，貸付資本に対する借入資本１利子生み資本に対す

る信用資本として授受した貨幣資本を自已資本に合体させて・現実資本の運動

を展開させる。貸付貨幣資本（利子生み貨幣資本）の運動は，それと逆方向での

擬制資本（有価証券）の運動をともなう 。即ち貸付けは擬制資本を買入れるこ

と， 借入れは擬制資本を売ることでもあり ，貨幣形態の貸付げ・借入れは擬制

資本の購買 ・販売にほかたらたい。このように貸付資本（利子生み資本）の運動

は擬制資本の運動を必然的に伴うこととなり ，一方では貨幣資本の運用の結果

として擬制資本を保有することとなり ，他方では貨幣資本を調達する結果とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６７）



　１Ｏ　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

て擬制資本を引渡すこととなるとともに，貸借した金額は帳簿残高としてあら

われる ・Ｍｏｎｅｙｅｄ　ＣａＰｉｔａｌは金融の領域で運動する貨幣形態の資本で貸付資

本又は利子生み資本と称せられるが，借手側からは借入資本でありｒ信用資

本」という表現も『資本論』において使われている
。

　信用資本は貨幣資本の調達面にあらわれる帳簿残高として現象し，ｒ資本論』

での「信用資本」という表現については既にｒ貨幣資本と現実資本の運動法

則」（立命館経済学第３１巻第２号）において指摘した通りである。再言すれは　○

投機業者が好況につつく繁栄期に利用する他人の資本　◎預金 ・貸出の反復運

動にともなって貸付資本の存在形態が貨幣請求権に転化し，貸付資本量として

は現実の貨幣の存在量とは異なった量の貨幣資本を示すことになる　　高い利

潤率のもとでは利子率が高くても他人の資本で大いに事業がおこなわれる，と

して他人の資本にかかわって「信用資本」という表現がみられる。　の場合は

産業資本の運動過程であらわれる現象　◎の場合は商業資本の運動にかかわる

現象　◎の場合は銀行資本の運動にかかわる現象で，産業，商業，銀行業のい

ずれも「信用資本」にかかわっていて，いずれも借手としての立場に立ってい
る・ このように自己資本に非ざる他人の資本即ち他より受入れた資本に対して

「信用資本」の表現が与えられ，その内容は貨幣移態のみでたく貨幣請求権を

含めた貸付資本額として信用資本とその量は把握されている。銀行業では調達

面では信用資本，運用面では利子生み資本として区別できる貨幣資本は，いず

れも帳簿残高として存在するとともに，貨幣形態の貸借を反映して有価証券の

形態で貸手側に保有せられる。他方，借手側は貨幣形態で利用可能な貨幣資本

として使用することになる。産業，商業，銀行等のいずれの企業も貨幣形態の

資本を借り ，貸しすることになるから貸付資本，利子生み資本としてとらえら

れるＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐｉｔａｌは借手側からは借入資本，信用資本として受げとめら

れる 。

　信用資本は貸借関係をともたっているが，貸借の関係即ち「債権者 ・債務者

の関係は，既に単純た商品流通から生ずる。商業が発展し，流通を気にしての

み生産する資本家的生産様式が発展するにつれて，信用制度のこの自然発生的

　　　　　　　　　　　　　　　　（５６８）
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基礎（すなわち債権者 ・債務者の関係）が拡大され，　般化され，仕上げられる

……すなわち商品は貨幣とひきかえでたく一定の期限に支払うという契約書と

ひきかえに販売される。この支払契約書をひっくるめて手移という　般的範曉

のもとに総括することができる。かかる手彬そのものは，その満期＝支払目に

至るまで重ねて支払手段として流通するのであ って，これは本来的な商業貨幣

をなす。手形はついには債権 ・債務の相殺によっ て決済される限りでは，絶対

的に貨幣として機能する。というのはその場合には，ついに貨幣に転形される

ということが生じないからである。生産者や商人のこの相互的前貸が信用の本
　　　　　　　５）
来的基礎をなす」。いいかえるとｒ再生産にたずさわる資本家たちが相互に与

えあう信用…… 商業信用は信用制度の基礎をなし，その代表者は手形すなわち ，

一定の支払期限つきの債務証書ｄｏｃｕｍｅｎｔ　ｏｆ　ｄｅｆｅｒｒｅｄ　ｐａｙｍｅｎｔ（延払証券）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
である。各人は一方の手で信用を与え，他方の手で信用をうげる」。この信用

は産業資本そのものの大きさにつれて増大するが，この場合には「貸付資本と

産業資本とは同一物である。すなわち貸付げられる資本は窮極的な個人的消費

にあてられるか，さもたげれは生産資本の不変的要素の填補にあてられる商品
　　　　　７）
資本である」。たお「この場合，貸付げられるのは失業資本でなく ，その所有

老の手で自己の形態を変えねぼならぬ資本であり ，その所有者にとり単なる商

品資本たる彩態をとっ て実存する資本，すなわち再転彩　　しかも少くともさ

しあたり貨幣に転態　　されねはならぬ資本である。だからここで信用によっ

て媒介されるのは商品の姿態変換であるが，これはＷ－Ｇであるばかりでなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
Ｇ－Ｗでもあり ，現実的再生産過程である」……「ここで信用によっ て媒介さ

れるのは，Ｈ産業資本家か間題たるかぎりでは，一段階から他の段階への産業

資本の移行であり ，相互に従属しあい噛みあっている生産諾部面の関連であ っ

て， ｏ商人が問題たるかぎりでは，一人の手から他人の手への商品の　　その

商品が貨幣とひきかえに決定的に販売されるか，または他の商品と交換される
　　　　　　　　　　　　　　　９）
までの　　輸送およぴ移行である」。さらに「この商業信用のうえに本来的な

貨幣信用がつげ加わる。産業家や商人たちの相互的前貸が彼等に対する銀行業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
者や貨幣貸付業者の側からの貨幣の前貸と混和する」 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６９）



ユ２　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻第５　６合併号）

　これまでみてきたように商品流通，貨幣流通のもとで商品流通の結果，代金

の支払が一定期間猶予されるために生まれる商業信用，そのほか貨幣移態を一

定期問・所有者が非所有者に利用させる貨幣彩態の貸し ・借り即ち貨幣信用の

いずれも・一定の貨幣額の信用関係即ち貸借関係を伴っている。貨幣移態の貸

借の結果生ずる貨幣信用は銀行信用であり ，商品彩態の売買の結果生ずる商業

信用とは明らかに異なっている。貨幣移態の貸借すなわち貨幣信用は，貸付資

本（利子生み資本）の運動，Ｍｏｎｅｙｅｄ　ＣａＰｉｔａｌの運動で貸付資本（利子生み資本）

は信用資本と表裏　体の関係にある。そして「銀行業者が与えるこれら信用は
，

種々の形態で与えられるのであ って，たとえば他の銀行宛の手移，他の銀行宛

の小切手・同種の信用開始で与えられ，最後に発券銀行の場合には，その銀行

の自已銀行券で与えられる。銀行券とはいつでも持参人に支払われる銀行業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ１）
によって個人手秋こ代用される銀行業者宛の手彩にほかたらない」。これら貨
幣形態での信用の合計は信用資本残高を形成する

。

　銀行業者の事業は「貸付可能な貨幣資本を自已の手に大量的に集積し，した

がっ て個々の貨幣資本の代りに銀行業者がすべての貨幣資本の代表者として産

業的およぴ商業的資本家に対応することにある（貸付資本）。 彼等は貨幣資本の

　般的管理者とたる。他面，彼等は全商業世界に代って借りることにより ，す

べての資本に対し借手を集積する（信用資本）。 銀行は一面では貨幣資本の

貸手の　　集積を表示し，他面では，借手の集積を表示する（貸付資本 ．信用資
本）・ 銀行の利潤は般的にいえは貸すよりも安い利子で借りることから生ず
１２）

る」（括弧内，小牧）。

　銀行が自由にする貸付可能資本はｒいろいろの仕方で銀行へ流れてゆく 。第

一に銀行は産業資本家たちの金庫業者であるから，それぞれの生産者や商人が

準備金として保有する貨幣資本または支払金として彼の手元に流れてくる貨幣

資本が，銀行の手に集積する。この準備金はかくして貸付可能な貨幣資本に転

形する・かようにして商業世界の準備金が　　共同準備金として集積するが故

に　　必要最少限度に制限されるのであ って，さもなげれは準備金として仮睡

するはずの貨幣資本の一部分が貸出され利子生み資本として機能する。第二に

　　　　　　　　　　　　　　　　（５７０）



　　　　　　　　　　　　信用資本についての考察（小牧）　　　　　　　　　　　　　１３

銀行の貸付可能資本は銀行に貸付を委託する貨幣資本家たちの預金から成立つ 。

さらに銀行制度の発展につれて，また殊に銀行が預金に利子を支払うことにた

れぼ，あらゆる階級の貯金および一時不用な貨幣カミ銀行に預げられる。いずれ

もそれだげでは貨幣資本として作用しない小額のものカミ結合されて大量のもの

となり ，かくして一つの貨幣勢力を彩成する。小額のもののこの集成は，銀行

制度の特殊的作用として，本来的貨幣資本家と借手との問の銀行制度の仲介作

用から区別されねぱならない。最後にだんだんにしか消費されないはずの収入
　　　　　　　　１３）
も銀行に預げられる」 。

　銀行業者は杜会のさまさまな源泉から集めた貨幣彬態の資本を貸付けて有価

証券移態を手に入れ，また貨幣彩態を集めるに際して有価証券を引渡す。貨幣

形態の貸付 ・借入を反映する有価証券の授受のほか，銀行券（見換）を発行し

たり ，小切手で利用させる預金通貨の移態で貨幣形態を利用させるときには銀

行業者は債務者である。それと同時にそれに見合った有価証券を貸出債権の証

として保有する債権者でもある。通貨移態の貸借にともなう債権と債務の同時

発生と，それに帰因する価値増殖の展開が信用資本の内容をなしている 。信用

資本はしたがって貸付資本であると同時に借入資本であり ，二人の相対立する

関係としての貸借の関係が，同一人物のもとで統一されて貸手であり且つ同時

に借り手でもある典型は銀行資本である 。

　銀行資本は貨幣資本を一方で蒐集し，他方で貸付げ，借入れと貸付けの統一

的遂行体として利子生み資本（運用面），信用資本（調達面）を取扱う個別資本

として，貨幣取扱資本を核としてあらわれ，産業資本の生産した剰余価値の一

部を利子として入手し銀行利潤とする。杜会的総資本を構成する一部分として

利潤の分配をうげるが生産するのは産業資本であるため，剰余価値を生産する

資本と，その分配をうげる資本とに杜会的総資本は分裂する。剰余価値を生産

する資本即ち産業資本と剰余価値の分配をうける資本即ち商業資本 ・銀行資本

は， それぞれ個別諸資本として運動し，全体として杜会的総資本を形成する 。

個別の産業資本，個別の商業資本は相互に絡み合って現実資本の生産 ・流通に

かかわる資本として，また個別の銀行資本は貨幣資本の貸借にかかわる資本と

　　　　　　　　　　　　　　　　（５７１）



１４　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

して・相互に絡み合い信用資本として運動し，現実資本の運動と信用資本の運

動は相互に作用し合って全体として，杜会的再生産と金融の相互関係が進展す

る。

１）資本論◎　長谷部文雄訳　３１７～８ぺ一ジ　青木文庫

２）　同上◎　　同

３）　同上¢　　同

４）　同上¢　　同

５）　同上＠　　同

６）　同上＠　　同

７）　同上◎　　同

８）　同上＠　　同

９）　同上＠　　同

１０）　同上◎　　同

１１）　同上＠　　同

１２）　同上＠　　同

１３）　同上＠　　同

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

３１９べ一ジ　　同上
６４８べ一ジ　　同上
６４８ぺ一ジ　　同上

５６８ぺ一ジ　　同上

６７９ぺ一ジ　　同上

６８２ぺ一ジ　　同上

６８３べ一ジ　　同上
６８４ぺ一ジ　　同上
６８６べ一ジ　　同上

５７３ぺ一ジ　　同上

５７２ぺ一ジ　　同上

５７２ぺ一ジ　　同上

４　信用資本の現代的計数

　杜会的再生産と金融の相互関係のもとで金融の領域であらわれる貸付可能な

貨幣資本の集積の増加は「必ずしも現実の資本蓄積または再生産過程の拡大を
　　　１）
示さない」。それゆえ大体ｒ利子歩合で表現されるような貸付資本の運動は産

業資本の運動と反対の方帥こ経過する。まだ低いとはいえ最低限以上の利子歩

合が恐慌後の立直りおよび信頼増大と一致するような段階，および殊に利子歩

合がその平均高度即ちその最低限度と最高限度とから等距離の中心点に達する

ようた段階　　この二つの契機だげが豊富な貸付資本と産業資本の大膨張との

一致を表玩する。だカミ産業循環の発端では低い利子歩合が産業資本の収縮と一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
致し，産業循環の終点では，高い利子歩合が産業資本の過剰と一致する」。そし

て「恐慌期に支払手段が不足するのは自明のことである。手形を貨幣に換える

　　　　　　　　　　　　　　　　（５７２）
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可能性が商品そのものの姿態変換にとっ て代ったのであるが，まさにかかる恐

慌期には，事業家の一部が単に信用をあてにして事業をすれはするほとますま

すそうであ った。……再生産の全関連が信用に立脚するような生産制度のもと

では，信用が突然に停止されて現金払しか通用しなくたれほ，あきらかに恐慌

が　　支払手段を求める激しい殺到が　　生ぜざるをえない。だから一見した

ところでは，全恐慌が信用恐慌およひ貨幣恐慌としてのみ現れる。また事実上 ，

間題とたるのは手移を貨幣に換える可能性だげである。ところで，これらの手

形の多くは現実の売買を代表するのであるが，杜会的要求をはるかに超える現

実的売買の膨張は，結局のところ全恐慌の基礎をなす。だからそのほかに１こ

れらの手形の老大量は，単なる思惑取引　　 これは今や明るみに出てつぶれる

　　を表示し，さらに，他人の資本で行われたが失敗した投機や，最後に，価

値が減少するか普ん畦ん売れないような商品資本，または，もはやはいる可能

性のない還流をも表示する。再生産過程を強力に拡張する人為的な全制度は ，

もちろん，つぎのこと　　すなわち，たとえはイソクラソト銀行のようた一銀

行が，その紙券をもっ て， すべての山師に不足資本を提供し，また，価値の減

少した商品全都をもとの名目価値で買うということ　　によっ ては治療されえ
　　３）

ない」。しかし管理通貨制度のもとでは支払期限のきた手彬の書換継続によっ

て貨幣資本を補給して企業の破産を救済したり ，過剰な現実資本の在庫を国家

支出を増大して買取り ，不況のための企業倒産を回避する措置で，恐慌の爆発

を将来へ引のぱし，その代償として不換銀行券の増発によるイソフレーショソ

を促進してきた。１９３０年代以後の恐慌対策はまさしく管理通貨制度のもとで不

換の銀行券を発行し，財政支出の増大や金融緩和政策でイソフレーショソを促

進しつつ，不況やそれに帰因する失業間題に対処してきたのである。その結果

として不換銀行券の増発によるイソフレーショソとそれに帰因する　「信用資

本」の累増傾向を生み出すこととなる 。

　最近におげる信用資本の計数は金融機関主要資力および投資一覧によっ てえ

られる。金融機関主要資力投資一覧におげる貸出 ・有価証券の合計は利子生み

資本の運用面を示し，それを可能にＬた調達面は，預金 ・債券発行の合計で信

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７３）
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用資本である。利子生み資本の調達額即ち信用資本額を超過した運用額部分は
，

中央銀行よりの現金通貨の補給でまかなわれ，現金通貨が流通界へ流出して流

通用具として利用され，それが金融機関へ預託されて預金 ・債券発行残高を増

大させる。イソフレーショソ政策が進行している状況下では運用額に対して調

達額は不足し，その不足分が現金通貨の増発をまねく 。

　この現金通貨増発部分を信用資本としてとらえ，現金通貨残高（不換銀行券発

行高）から金融機関の手元保有現金を差引き，預金通貨残高を加え，そのほか

要求拡預金 ・有期性預金を加えると信用資本残高は，マネーサプライと同じ量

的表示とた札中央銀行発券額を加えることにより ，流通界で利用される流通

用具に力点をおいた計数とたり ，文字通りマネーサブライ（通貨供給）を示す
。

他方・金融機関主要資力投資一覧におげる預金 ・債券発行残高には中央銀行の

発券残高は直接・信用資本として算入されていないため，金融機関と非金磁機

関との問の金融取引状況を示している。通貨形態を吸収したり ，配分したりす

る結果として生ずる金融現象は，利子生み資本の蒐集と配分の現象で，これは

金融を中心においた信用資本の量的表小となる。中央銀行を含めて通貨に力点

をおいた「信用資本」がマネーサブライとすれぱ，各種金融機関の金融活動に

力点をおいた「信用資本」は金融機関主要資力投資一覧におげる預金 ・債券発

行残高にあらわれる 。

　以上のようた「信用資本」の量的動向と，現実資本の蓄積の動向は，資本主

義経済の変動状況を綜合的且つ簡潔に表示する。現実資本の蓄積をＩ ，信用資

本残高をＤとすれば，Ｉ／Ｄは現実資本の形成の度合を示し，これは産業循環

の量的表示である。昭和５０年代におげる目本資本主義の変動状況は則表の通り

である・これをみると信用資本残高（金融機関預金 ・債券発行残高）は昭和５０年

から５７年へと増加傾帥こあり ，マ不一サプライでみた信用資本残高も同じく増

大傾向にある。これら信用資本残高と国内総資本形成額との比率（前表のＵ／Ｎ

又はＵ／Ｏ）は昭和５０年以後，５４年を例外として低下傾向を示し，５７年は国内総

資本形成の絶対額でも前年を下廻っている。景気の停滞状況を反映していると

ともに・資本主義の進展にともなう金融資産の増大を金利生活者層の増大，寄

　　　　　　　　　　　　　　　　（５７６）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
生性の進展としてとらえたレーニソの指撤こ則した傾向を示すことになってい

る。 またイソフレーショソの状況については国民総生産に対するマネーサプラ

イ増減（前表のＩ／Ｔ）は昭和５０年以後，対前年比で増減がみられるが，同じ時

期の通貨増発率（前表のＨ／Ｒ）は昭和５６年をのぞいて増大傾向にある。Ｍ・増減

／ＧＮＰ（前表のＩ／Ｔ）と通貨増発率（前表のＨ／Ｒ）がいずれも前年にくらべて増

加している昭和５３年のほかは，通貨増発率増大のもとでＭ。増減／ＧＮＰの減

少がみられる（昭和５１ ，５２ ，５４ ，５５ ，５７年）。 昭和５６年は通貨増発率停退のもとで

Ｍ。 増減／ＧＮＰの増大がある。産業資金供給増加額が前年の増加額にくらべて

少いとき，現金通貨増発率増大のもとでもＭ。増滅／ＧＮＰの減少という結果

をもたらすこととたるが，輸入増大や外貨流出（５７年）もまたマネーサプライ

を相対的に滅少させる結果とな っている。そして国家支出，国家融資等の国家

のテ コ入れ状況は，昭和４０年代にくらへて５０年代には一層増大し，昭和５１年の

外需増大，５５年の内需増大の時期のほかは，いずれの年も国家のテ コ入れは ，

前年よりも増大し，国家独占資本主義の進展を明白に示している。さらに昭和

５７年は輸出 ・輸入（通関）の絶対額でも前年を下廻り ，産業資金供給増加額も ・

国内総資本形成額も，いずれも前年を下廻り ，失業率は戦後最大で，外貨流出 ，

民需減退，国家テ コ入れも減退し，不況の底にあることを物語っている ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９８３．１２）

　　１）資本論◎　長谷都文雄訳　６８７ぺ一ソ　青木文庫

　　２）同上◎同上６９２べ一ジ同上
　　３）同上◎同上６９４ぺ一ジ同上
　　４）帝国主義論　字局基輔訳　１６５べ一ジ　岩波文庫

（５７７）




